
数学科における生徒の「主体性」を
引き出す授業づくりに向けたリーフレット

□ 数学を用いて現実に起こる様々な事象を考えたりする機会が少なかった
り、様々な現象が数学を用いることによって説明できたりすることなど
を知る経験がなかったりすることなど、数学のよさを感じることができ
る機会が少ないこと。

□ 授業において、「教員が定理や公式の紹介をし、それらを用いて問題を
解く方法を示してから、生徒が練習問題に適用すること」や「学習した
ことを生徒ではなく教員が分類・整理してまとめること」といった教員
が教え込むスタイルが多く、生徒が自分で定理や公式を発見したり、学
習したことを分類したりする機会が少ない。

これらの背景には、

 教科書の内容をすべて確実に教えるためには、教員が教え込む必要があ
るといった考えがあったり、

 生徒がじっくり考えることができる時間を与えても、生徒が意図どおり
取り組まないのではないといった不安から、そういった時間を設けるこ
とに踏み切れないといった教員の固定観念や意識がある。

「主体性」を引き出す授業づくりをする上での課題
数 学
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数学的活動って言う
けれど、教科書の内
容とかけ離れたもの
だから難しい！

まず知識や技能が
定着してからでな
いとうちの生徒は
考えられないはず。

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、
論理的、統合的・発展的、体系的に考えること。

機会をつくるには数学的な見方・考え方を働かせた

『数学的活動』を充実させる。

事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，問題を自立的，
協働的に解決する過程を遂行すること。



そのような授業ができれば、生徒たちは数学を、

□主体的に（例えば、「考えてみたい」「どうにかしたい」
となっている、授業が終わっても考えている、自ら新たな問
題を考えている）

□対話的に（例えば、熱中して「ああでもない」「こうでも
ない」と説明し合って・議論していて気づいたらいつのまに
か時間が経っている）

□深く（例えば、没入して考えている、納得して「わかっ
た！」となっている）

学ぶことになり、『数学は（難しいけど）楽しい』、『数学は
学ぶ意義がある』などと実感する。

上記課題を解決するために必要だと考えられること

数 学

まず内容を教えて適用させる授業

事象を数理的に捉えることから始め、問題発見・解
決の過程を意識して資質・能力を育成していく授業
を実施すれば、生徒は数学を主体的に学ぶ！
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このサイクルを繰り返していく！

（参考）独立行政法人 教職員支援機構 実現したい子どもの姿

ピクトグラムの一部

ではなく
ここだけに
なっていま
せんか？



数学科で探究を意識した授業とはどのよう
なものかを東京学芸大学高校探究プロジェ
クトのツールキット（動画）を参考にし、
意見交換した。

 学習指導要領では数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲの「２ 内
容」の最後に〔課題学習〕が規定されています。
⇒課題学習が１年から３年まで系統立てて実施する。

 学習指導要領解説には各内容にあわせて、課題学習の

例が示されています。

● 課題解決に向けて教科として話し合ったり確認したりしたこと

① 数学的活動とはどのようなものであるかという認識。

② 数学的活動を充実させることは、数学科における主体的・対話的

で深い学びの実現につながるということ。そのためには課題学

習は必要不可欠であること。

③ 課題学習としてパフォーマンス課題を単元のどの部分に取り入

れ、そこに至るまでにどのように生徒の力を育成するようにして

いくべきかということ。

④ 大学入学共通テストでは生徒が探究している姿を会話文の形で問

うており、日々の授業における探究を大切にしてほしいという授

業改善のメッセージが込められているため、授業デザインの参考

にしていくべきだということ。

課題解決に向けた具体的な実践例

数 学
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リアルな文脈の中で、様々な知識やスキルを応用・
総合しつつ何らかの実践を行うことを求める課題

（参考）独立行政法人大学入試センター
『令和４年度共通テスト本試験（１月15日・16
日）、数学Ⅰ・数学Ａ』



評価・改善のために、まずは生徒が目標を自分で設定し、自分
の理解度を自分で理解し、自分なりの学習方法を確立していく
力を育てることとしています。
⇒本来はこういった言葉を目標や評価規準に記載したい。

この実現のために、図形のもついろいろな性質が、
個々ばらばらなものではなく、互いに論理的に関
連していることに気付かせたり、コンピュータな
どの情報機器を用いるなどして統合的・発展的に
考察させたりする活動などを実施します。

府立寝屋川高等学校 全日制の課程 １年生の実践事例

単元の指導と評価の計画

科目名：数学Ａ

内容のまとまり：図形の性質

単元名：三角形の性質、円の性質

１ 単元の目標

（１）三角形及び円に関する基本的な性質について理解する。【知識及び技能】

（２）図形の構成要素間の関係や既に学習した図形の性質に着目し、図形の新た
な性質を見いだし、その性質について論理的に考察したり説明したりする
ことができる。【思考力、判断力、表現力等】

（３）事象を図形の性質の考えを用いて考察するよさを認識し、問題解決にそれ
らを利用しようとしたり、粘り強く考え数学的根拠に基づき判断しようと
したりする。問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善し
たりする。【学びに向かう力、人間性等】

２ 単元の評価規準

知識・技能【ａ】 思考・判断・表現【ｂ】 主体的に学習に取り組む態度【ｃ】

三角形及び円に関する基本

的な性質について理解して

いる。

図形の構成要素間の関係

や既に学習した図形の性

質に着目し、図形の新た

な性質を見いだし、その

性質について論理的に考

察したり説明したりする

ことができている。

事象を図形の性質を用いて考察する

よさを認識し、問題解決にそれらを

利用しようとしたり、粘り強く考え

数学的根拠に基づき判断しようとし

たりできている。問題解決の過程を

振り返って考察を深めたり、評価・

改善したりしようとしている。
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（例）
・角の二等分線の性質
・三角形の５心の性質
・チェバの定理
・メネラウスの定理
・・・・

この実現のためには、三角形の性質について、面積比と線分比の関係を用いてチェバの定理
が成り立つことや、平行線の性質や三角形の相似などを用いてメネラウスの定理が成り立つ
ことを見いだし、論理的に考察したり説明したりさせる活動などを実施します。

例えば、△ABCにおいて各

辺の中点、各頂点から対辺

に下ろした垂線の足、各頂

点と垂心を結ぶ線分の中点

の９つの点が同一円周上に

あること（９点円）を描画

ソフトで確認し、どんな性

質があるかを調べてみる。



３ 単元の指導と評価の計画の一部（全12時間）

時 学習内容・活動
重
点

記
録

主な評価規準（評価方法）

第１時
「線分における内
分と外分について
考えよう」。

知

• 線分を内分・外分することができる。【知】（観
察）

• 数直線上の内分点・外分点を求められる。【知】
（観察）

第２時

「角の二等分線の性

質を利用して線分の

長さを求めよう」

知
思

• 内角の二等分線と外角の二等分線に関する定理を使

い、辺の比を求められる。【知】（観察）

• 定理の証明を班で協力して考察し、他者へ説明する

ことができる。【思】（発表）

第３時

「三角形における辺

を内分・外分する２

つの定理について考

えよう」

（メネラウスの定

理・チェバの定理）

知
• 定理を理解し、辺の長さや辺の比を求められる。

【知】（観察）

第４時
～

第６時
（本時）

「三角形の五心につ

いての性質を理解し

よう」

知
思
主

〇

• 三角形の五心の性質を理解している。【知】（観

察）

• 三角形の五心に関する証明をすることができる。

【思】（観察）

• 実際に五心を示すことができ、新たな性質を考察す

ることができる。【思】（授業プリント）

• 問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評

価・改善したりしようとしている。【主】（授業プ

リント）
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※『知識・技能』と『思考・判断・表現』の観点における総括的評価は、定期考査においても行う。
※振り返りシートの記述は、『主体的に学習に取り組む態度』の総括的評価の材料とする。

• 単元を通してできるだけ、問題解決の場を
設定し、生徒が自ら問題に挑戦したいとい
う気持ちを持てるような題材や発問をあら
かじめ計画します。
⇒ただし、こういった計画が分かるよう
に「主な評価規準」の欄に記載するこ
と（例えば発問やそれに対しての生徒
の反応を記載すること）が必要

• ここでは三角形の性質のまとめとして第６
時に課題学習を実施した。第６時に至るま
でには形成的評価にして生徒の知識・技能
を伸ばすことに専念しています。



時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法）

５分

導入

• ４人班をつくる。

• 作業の流れについての説明を聞く。

• 三角形の五心を正確に説明する。

• ワークシートを配付する。

• 生徒が行う作業の流れを説

明する。

• 数学的に正しい表現で説明

できるように指示する。

• 実測による値は多少の誤差

が生じることについては許

容する。

• 五心を数学的に説明で

きる。（観察・発問）

【知】

20分

展開

≪ワークシートに沿って進める≫

• 担当する三角形を決める。

• 紙の三角形を切り出す。

• 外心・重心・内心・垂心を示す折

り方を班で考える。

• きれいに、大きく切り出す

ように助言する。

• 五心の位置を予想し、

それらの性質に基づい

てその位置を示すこと

ができる。（観察・

ワークシート）【思】

第６時の展開
（１）本時の目標

• 三角形の外心・重心・内心・垂心の意味や既にそれらの性質として学んだこ
とが成り立っているかどうかを確認できる。さらに、外心・重心・垂心が同
一直線上に存在することを理解し、そこから内分比を推測することができる。
【思考力、判断力、表現力等】

• 事象を図形の性質の考えを用いて考察するよさを認識し、問題解決にそれら
を利用しようとしたり、粘り強く考え数学的根拠に基づき判断しようとした
りできる。【学びに向かう力、人間性等】

（２）本時の評価規準
• 実際に紙で作った三角形を折って調べることを通して、作図の方法や今まで

に学んできた三角形の五心の性質を再確認し、さらに外心・重心・垂心が同

一直線上にあり、どのように内分されているかの予想を立てることができる。
【思考・判断・表現】

• 問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとす
る。【主体的に学習に取り組む態度】

（３）本時の学習過程
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• 実際に教具（ここでは折り紙）に触って試して考えるな

かで、生徒の興味・関心を引き出す体験型の数学的活動

を実現。（ハンズオン・マス）

• コンパスと定規を用いる作図よりも、折り紙による作図

のほうが優れている点は、各辺の垂直二等分線や内角の

二等分線等（折り目）が簡単に引けるところである。

• 例えば、内心を求めるためには三角形の３つの頂点の角

を二等分するように折り目をつける。そしてその３つの

折り目の交わる点が内心になる。



①振り返りの視点として
どのようなことができるようになったか。
わからなかったことや課題として残ること
この探究を終えて次に考える「問い（問題）」は何か 等

②正三角形や直角三角形だったらどうなるのかをレポート課
題として考えさせる。 7

数 学

時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法）

展開

20分

• 重心によって線分がど

のように内分されるか

を測って調べ、実測値

を班で共有する。

• 爪楊枝を用いて、重心

でバランスが取れるこ

とを確認する。

• 五心のうち同一直線上

にあるものを調べ、班

で共有する。

• 同一直線上にある五心

の距離の比を測って調

べ、どのような性質が

あるか推測する。

• Jamboardで実測値を共有させ

る。

• 重心が中線を2：1に内分する

ことを確認させる。

• 重心が示せた班に爪楊枝を配

付する。

• Jamboardで実測値を共有させ

る。

• 実測値の整理や発表する人を

班で決めさせる。

• 同一直線上にある五心と

その距離の比について予

想が立てられる。（観

察・授業プリント）

【思】

発表

10分

• 実測した数値や予想さ

れることなど、班ごと

にまとめたことを発表

する。

• 各班が発表する内容を指示す

る。

まと

め

5分

≪本時のまとめについて

確認する≫

• 振り返りシートを記入

する。

• オイラー線について説明をす

る。 • 問題解決の過程を振り

返って考察を深めたり、

評価・改善したりしよう

とする。（授業プリン

ト）【主】

Ｑ：三角形に示した「心」のうち同一直線上に存在するのはどれか。また、
同一直線上にある「心」の距離を計測しなさい。また、計測したものを
班の人と共有し、それぞれの距離の比を求めよ。

★この問いでも生徒は考えていたが、全員が同じ２：１と答えるこ
とになった。同一直線上にあることや比の値も含めて五心にどん
な性質があるのかを問うことでプロセスも評価することができた
のではないか。



実践の振り返りから考えられること
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① 時は18世紀。数学者であるあなたは、友人
から左図が記された手紙をもらいました。手紙
には、「３角形の心が見える」と添えてありま
した。点O、G、Hは三角形のどんな点でしょう
か？学習した方法で作図をして説明しましょう。

② あなたは数学者として、単に点の性質を見つ
けるだけでは面白くないと考え、点O、G、Hの
関係を考えて、返事をすることにしました。３
つの点はどのような関係にあるでしょうか？関
係について、作図や測定などを使って、予想と
それに至る説明を記しましょう。数学的な証明
を返事として添えるとさらに相手は喜ぶでしょ
う。

今回の実践を、生徒の主体性を引き出す課題により
近づけるなら、以下の６点を意識すると真正性が高く
なり、生徒に生きて働く学力を身に付けさせるととも
に、学習の意義を感じさせることができる。
 何がパフォーマンスの目的か？
 （学習者が担う）役割は何か？
 誰が相手か？
 想定されている状況は？
 生み出すべき作品は何か？
 評価の観点（成功のスタンダードや規準）は？

• パフォーマンス課題の作成にあたり以下の観点が必要であることがわ
かった。

①「単元」で最も育成したい資質・能力とはどのようなものかを明確に
する。

②①の資質・能力が身に付いたかどうかを確認するための評価規準を具
体的に考える。

③①の資質・能力が発揮されるパフォーマンス課題のシナリオを考える。

⇒そのためにも単元のまとまりを見通して、指導と評価の計画を充実さ
せる必要がある。

• 大学入試問題をはじめ、円の性質を含む単元のすべての知識を問える
ようなパフォーマンス課題を作ることは難しかったが、パフォーマン
ス課題を入れる場所としては適切であった。

• 数学Ａの「証明」や「作図」などは問いと答えの間に長さあったり、
体験が伴うため、「思考・判断・表現」や「主体的に学習に取り組む
態度」を評価することになじみやすい。

• 生徒の立場に立って授業を構想することがどれだけ大切であるかとい
うこと。生徒の学びがどうなるのかという視点で授業がつくられるよ
うになってくるとより探究的な学びが実現できると考えられる。

• 探究的な学びは、今後の学習に生きる。そのため教員の視点で言えば
他の内容に時間をかけずに済むし、生徒は獲得する知識や技能が増え、
自立した学習者へと向かうと考えられる。

【神戸松蔭女子学院大学 大下卓司 准教授の指導助言を基に作成】


